
平成２３年度　学校評価計画中間評価結果報告
石川県立小松北高等学校　　No.1

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 判断基準 集計結果 分析

１ 個に応じた指導を
通して、基礎学力
の向上を図る。

① 生徒の興味・関心
や意欲を引き出す
ための工夫改善を
図るとともに、個
の能力・適性に応
じた授業づくりを
行う。

生徒評価で、授業がわかると思っている
生徒が
Ａ　９０％以上である
Ｂ　７０％以上である
Ｃ　５０％以上である
Ｄ　５０％未満である

Ｃ・Ｄの場合は、
各教科の評価内容
を全員で検討し、
次年度への方策を
探る。

よくわかる　　　　40.5%
ほぼわかる　　　　44.5%
あまりわからない　11.8%
わからない　　　　 3.2%

Ｂ[目標達成]
 「よくわかる」「ほぼわかる」合わせて85.0%で
あるから目標は達成である。昨年度に比較して
16.9ポイント増である。生徒の特性把握と個に応
じた学習支援が進んだ結果であると思われる。

② 自分の授業について
Ａ　ほとんどの生徒は理解している
Ｂ　ある程度の生徒は理解している
Ｃ　あまり生徒は理解していない
Ｄ　ほとんどの生徒は理解していない

Ａ・Ｂの合計が７
０％未満の場合は
改善策を検討す
る。

　Ａ　 0.0%
　Ｂ　95.6%
　Ｃ　 4.4%
　Ｄ　 0.0%

Ａ＋Ｂ＝95.6%[目標達成]
　目標達成ではあるがＡ0.0%は残念である。教職
員が自信を持ってＡと自己評価できるようにさら
に授業改善に取り組みたい。

③ 基礎学力の不足や
特別支援が必要な
生徒、進学を希望
している生徒に対
して、放課後や休
業中を有効に利用
して個別指導を行
う。

生徒の実態に合った個別指導が
Ａ　当初の目標どおり達成できた
Ｂ　ある程度達成できた
Ｃ　あまり実施できなかった
Ｄ　全く実施できなかった

Ａ・Ｂの合計が６
０％未満の場合は
改善策を検討す
る。

　Ａ　 4.6%
　Ｂ　90.8%
　Ｃ　 4.6%
　Ｄ　 0.0%

Ａ＋Ｂ＝95.4%[目標達成]
　大人数の授業があるのでＣ4.6%があると思われ
る。さらに授業改善に取り組みＡが増加及びＣが
なくなるように努力したい。

④ 補充授業の成果について
Ａ　ほとんど理解できるようになった
Ｂ　ある程度は理解できるようになった
Ｃ　あまり理解できない
Ｄ　ほとんど理解できない

Ａ・Ｂの合計が５
０％未満の場合は
改善策を検討す
る。

　Ａ　20.0%
　Ｂ　80.0%
　Ｃ　 0.0%
　Ｄ　 0.0%

Ａ＋Ｂ＝100.0%[目標達成]
　「補充授業の内容は理解できる」と補充授業を
受講した生徒は答えているが、その結果が通常授
業に反映されるかが課題である。

２ 教育活動全体を通
して、コミュニ
ケーション能力の
向上を図る。

① 登校時や下校時及
び来校者に対して
しっかりとした挨
拶ができるように
する。

自らすすんで挨拶をする生徒が全体の
Ａ　８０％以上である
Ｂ　６０％以上である
Ｃ　５０％以上である
Ｄ　５０％未満である

Ｃ・Ｄの場合は、
改善策を検討す
る。 自らすすんで挨拶ができる

と答えた生徒が全体の

58.6%

Ｃ[目標未達成]
　あと 1.4%で目標達成である。目標達成を目指し
て改善策を検討し全職員で取り組みたい。



石川県立小松北高等学校　　No.2

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 判断基準 集計結果 分析

２ 教育活動全体を通
して、コミュニ
ケーション能力の
向上を図る。

② 授業を通して、人
の意見を聞いたり
自分の意見を発表
する機会を多くつ
くり、コミュニ
ケーション能力の
向上を目指す。

一人一人の生徒と授業中、2回以上コミュ
ニケーションを図る。
Ａ　当初の目標どおり達成できた
Ｂ　ある程度達成できた
Ｃ　あまり達成できなかった
Ｄ　全く達成できなかった

Ｃ・Ｄの場合は、
改善策を検討す
る。

　Ａ　21.7%
　Ｂ　56.5%
　Ｃ　21.8%
　Ｄ　 0.0%

Ａ＋Ｂ＝78.2% [目標達成]
　目標達成ではあるが、Ｃ21.8%は大人数の授業や
教科の特性によるものと思われる。それらの授業
でＡ，Ｂ評価をとることは困難であるが、それで
も授業改善に取り組みたい。

③ 授業中、自分の思いや考えを伝えること
ができる
Ａ　ほとんど伝えることができる
Ｂ　ある程度伝えることができる
Ｃ　あまり伝えることができない
Ｄ　ほとんど伝えることができない

Ｃ・Ｄの場合は、
改善策を検討す
る。

　Ａ　28.7%
　Ｂ　37.6%
　Ｃ　24.7%
　Ｄ　 9.0%

Ａ＋Ｂ＝66.3% [目標達成]
　目標達成ではあるが、少なくともＤは無くした
い。生徒の特性にもよるが、個々を大切にした指
導・支援に取り組みたい。

３ 進路意識を高め職
業観の育成に努め
る。

① 個人面談や授業、
様々な教育活動を
通して、進路意識
や職業観を啓発す
る。

生徒に対して進路意識が向上するよう積
極的に働きかけた
Ａ　十分行った
Ｂ　ある程度行った
Ｃ　あまり行わなかった
Ｄ　行わなかった

Ｃ・Ｄの場合は、
改善策を検討す
る。

　Ａ　37.5%
　Ｂ　58.4%
　Ｃ　 4.1%
　Ｄ　 0.0%

Ａ＋Ｂ＝95.8% [目標達成]
　目標達成ではあるが、Ｃ4.2%の理由を調査し、
Ａ＋Ｂ＝100%となるように取り組みたい。

② 消極的でアルバイ
トもできない生徒
に対して、イン
ターンシップの導
入に取り組む。

インターンシップの実施は
Ａ　８０％以上達成できた
Ｂ　６０％以上達成できた
Ｃ　５０％以上達成できた
Ｄ　５０％未満であった

Ｃ・Ｄの場合は、
改善策を検討す
る。

年度末に調査する

③ 一人一人の生徒に
目を向けた指導を
通して、進路実現
を図る。

卒業生の進路決定率が
Ａ　９５％以上である
Ｂ　９０％以上である
Ｃ　８０％以上である
Ｄ　８０％未満である

Ｃ・Ｄの場合は、
改善策を検討す
る。

年度末に調査する
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